
                                      

令和７年度 山梨県立白根高等学校 

第３回 学校運営協議会  

  

期 日 ： 令 和 ８ 年 ２ 月 ５ 日 （ 木 ）  白 朋 館 ホ ー ル  

        1５ :２ 0 受 付 （ 白 朋 ホ ー ル ）  

              1５ :３ ０ ～ 1６ :４ ０  学 校 運 営 協 議 会 （ 白 朋 館 ）  

 

 

 

           

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

次 第                         進行:鶴田 博(教頭) 

記録:教務係(記録係) 

 

１ 開会のことば 

２ 校長あいさつ 

３ 議事  

①  教育活動報告について 

②  令和７年度学校評価について 

③  学校運営協議会委員に係る報告書について 

④  来年度の活動計画について 

⑤ 意見交換 

⑥ その他 

⑦  

４ 諸連絡 

５ その他 

６ 閉会のことば 

 



令和７年度 山梨県立白根高等学校 

第３回運営協議会 議事録 
 

日時：令和８年２月５日（木）15：30～17：00 本校白朋館ホール 

 

１．開会のことば（会長） 

 

２．校長あいさつ 

 

３．議事 

 【① 教育活動報告（各分掌主任より）】 

  １．学習支援グループ（教務係） 

  ・前期募集検査の経過と後期募集検査に向けて 

  ２．生徒支援グループ（生徒会保健環境係） 

  ・１年間の生徒会関連行事について 

  ・部活動の実績について 

  ・カウンセリングの充実について 

  ３．進路支援グループ（進路指導研究係） 

  ・１年間の進路行事について 

  ・今年度の進路実績について 

  ４．学校管理グループ（教務係） 

  ・１年間のＰＴＡ活動について 

  ５．生徒指導グループ（生徒指導係） 

  ・１年間の生徒指導係の活動状況について 

  ６．情報管理グループ（教務係） 

  ・１年間の広報活動について 

 【② 学校評価（教頭より）】 

  １．教職員アンケート、保護者アンケート、生徒アンケート、授業評価アンケート結果

について 

  ２．今後の取組について 

 【③ 学校運営協議会委員に係る報告書について（教頭より）】 

  １．委員の皆様からいただいた結果について 

  ２．今後の取組について 

 【④ 来年度の活動計画について（教頭より）】 

  １．総合的な探究の時間における取組について 

  ２．南アルプス市や地域との連携・交流について 

 【⑤ 意見交換】 

  Ａ委員：インターンシップは多くの事業所に訪問していることがわかった。 

  進 路：2 年生全員が参加しているので、事業所数は 60 弱になる。年度始めに受け入れ

可能な事業所をリスト化し、生徒が選択することになっている。 

  Ｂ委員：インターンシップを始めとするキャリア教育は有意義な行事である。担当する

先生方の負担はあるが、継続してほしい。 

  教 頭：3 年生に受験先の志望理由を聞くと、インターンシップでの経験をあげる生徒

が多数いた。持続可能な行事として検討したい。 

  Ｃ委員：本年度から 3 人の子どもを同時に扶養している家庭に対して大学の授業料が無

償化される制度が導入されたと聞いている。 



  進 路：受験先の要項にも記載されており、実際に申請した例もあると聞いている。受

験に関するさまざまな情報や変更が学校に入ってくるが、生徒に不利益のない

ようにしたい。 

  Ｄ委員：今回提示されたアンケートの回答数はどの程度か。 

  教 頭：教員、保護者、生徒ともほぼ全員が回答している。 

  Ｅ委員：行事、部活動、インターンシップ、ボランティアを通じて生徒の成⾧を促せ
ていると感じる。家庭学習の習慣化は課題ではあるが、校⾧の教育姿勢、職
員全体の取り組みの成果であると感じる。 

  Ｃ委員：授業参観の時、参加型の授業を見た。生徒の授業に臨む様子や先生方の工
夫された授業を感じることができた。まずは授業第一だが、授業を組み立
てていく中で単元という言葉が出てきたのでもう少し聞きたい。 

  教 頭：１コマ１コマの授業では、教科担当が様々な工夫を重ねており、その成果
は生徒や保護者アンケートの肯定的な評価として表れている。さらに、単元
全体を見通した授業づくりを検討することで、学習の流れや活動形態が一
層明確になり、結果として基礎・基本の定着につながると考える。 

  Ｄ委員：生成ＡＩの進化で授業内容も変わってくるのか。 
  教 頭：現在、先生方は校務における生成ＡＩの活用についてオンデマンド研修を

受講中で、授業で OneNote を活用する教員もいる。生成ＡＩは日進月歩で
進化しているが、業務を効率化して生徒と向き合う時間を確保するための
材料を検討している。 

  校 ⾧：AI との共存は大事だが、書くこと・自分の考えを表現することの大切さも
叫ばれている。 

 【⑥ その他】 

 

４．諸連絡 

 

５．その他 

 学校評価における学校関係者評価の提出について 

 来年度の学校運営協議会について 

 

６．閉会のことば（事務長） 


